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文部科学省・平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業採択 

「『寄り添い型研究』による地域価値の向上」 

（平成 29～31 年） 

岡山商科大学 
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文部科学省・平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業採択

「『寄り添い型研究』による地域価値の向上」 

Ⅰ．申請内容について 

１．事業名 

『寄り添い型研究』による地域価値の向上 

２．参画組織 

 岡山商科大学 経営学部、経済学部、法学部 

３．研究期間 

 平成 29～31 年度 

４．申請タイプ 

 Ａ：地域の経済・社会、雇用、文化の発展に寄与 

Ⅱ．事業概要 
１．目的：本学の社会科学の英知を結集 

 「地域価値向上」に取り組む研究として、「魅力あるまちの創造に貢献する大学」つぃてのブランドイメージ＝「地域

と呼吸する大学」を浸透、確立する。 

２．研究テーマ：従来型の研究に加え、特産品開発や販路開拓、観光ツアー、地域イベント等の研究 

３．学生・教職員が積極的に参加協力する。「実践的協働」で教育研究を実施する。 

４．対象地域：「包括連携協定」を締結している「岡山県内 8市町村等」 

新庄村 笠岡市 瀬戸内市 岡山市 備前市 津山市 真庭市 和気町 

Ⅲ．概要図 

全体ビジョン ： 社会科学系の本学で、教育、研究、地域貢献、国際化で、社会に有益な人材の育成 

ブランディング戦略 ： 「地域と呼吸する大学」 の認識度70％以上で達成 

（全ステークホールダーに対して）

地域貢献ビジョン
認識度７０％

研究ビジョン認識度６０％

研究ブランディング事業

国際化ビジョン
認識度７０％

教育ビジョン
認識度７０％

文化力 
 地域コミュニティーの存続 
 お祭りの保存 
 自然の保存 
 高齢者の生活環境 
 子供の教育環境 

住民力 
 衣食住の確保 
 社会インフラの整備 

生産力 
 第１次（農業） 
 第２次（食品加工） 
 第３次（流通・小売、観光） 

情報発信力 
 情報発信源の確保 

地域の価値

推進グループ取組

寄り添い型研究

(本事業での達成目標) 
社会的指標での評価 
結婚・子育ての若者支援と高齢者活用

地元企業への若者就職支援 

経済的視点から田畑、自然の環境維持

コミュニケーション支援 

言葉のバリアフリー化 

経済的指標での評価 
地域農産品の活用 

農産物による特産品開発 

フードビジネスへの取組 

地域資源と観光資源 

中古住宅流通の活性化 

跡継ぎの存在増加 

地域経済と地域金融機関の役割 

地域情報の発信（HP,SNS) 

地域価値の向上

社会的側面 
 ・生活の質向上 
 ・自然環境との共生 
 ・文化・歴史・ダイバーシティー 
  の保持・推進 

経済的側面 
・特産品開発 
 ・観光開発 
 ・空き家再生 
 ・地域内の経済循環分析・考察
 ・仕事創造 
   地域情報の発信 
   地元企業への若者就職支援
 ・地域ブランディング戦略 

住民と
の協働

地域の
独立

身近な
問題の
解決

住み良
い地域

地域研究者 地域研究者 実践教育

３大学院 研究者 学 生３学部 研究者
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Ⅳ．研究ブランディング事業一覧：研究テーマと研究対象地域 
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Ⅴ．本学の教育研究活動に関する「認識度」を向上させる対象としてのステークホールダー 

本学活動 所掌部署 認識度を確認する必要のあるステークホールダー 

学生確保活動 入試部 高校生、高等学校教員、保護者 

学生教育活動 教学部、各学部 学生、教職員、保護者、高校生、企業関係者 

研究活動 各学部、各研究科 教員、学生、自治体関係者、企業経営者 

就職活動 キャリアセンター 企業就職担当者、学生、保護者、高等学校教員 

地域連携活動 産学官連携センター 自治体関係者、企業経営者、教職員 

国際交流活動 国際交流室 学生、教職員、一般社会時 

Ⅵ．事業実施体制 
(a)学長をトップにした、「将来構想検討委員会」で「将来ビジョン」、「ブランド戦略」、「研究ブランディン
グ事業」を統括する。 
「研究ブランディング事業」を推進し、3年間で成果を確実にするために、副学長、商学科長を中心とし、
3 研究科長、3学部長、教学部長で構成する「研究統括グループ」を設置している。 

(b)「研究推進グループ」は、「社会的側面」から研究を推進する 3 分野 3 研究テーマと、「経済的側面」か
ら研究を推進する 6 分野 11 研究テーマで構成している。これらの研究テーマの内、社会的側面研究では
2 研究テーマ、経済的側面研究では 6 研究テーマが、本学で 2016 年から実施している「岡山商科大学研
究ブランディング事業」で既に県内市町村で学生の参加を得て研究を推進しているので、本事業ではこれ
らの研究を更に 3年間推進する。また、経済的研究側面の「特産品開発」の 4研究テーマは、二松学舎大
学と「フードビジネス」に関する共同研究を実施しており、「寄り添い型研究」の中核をなしている。 

(c)全学的な支援体制として 3学部、3 研究科の教員による「研究支援グループ」、学生の研究への参画のた
めの学生支援体制(ボランティア部、1 年生から 4年生でのゼミ)を構築している。 

(d)「寄り添い型研究」の実施場所は、主として岡山県内の市町村であり、研究グループの地域での活動の
コーディネート、アンケート、調査分析を行う。 

(e)事業の外部評価は、全体計画、成果については「教育研究協議会」で実施する。本会は、市町村長 2名、
企業経営者 1名、(一社)岡山経済同友会教育社会貢献委員会委員長で構成している。また研究の実施、事
前打合せ、意見の聴取は、包括連携協定を締結している 7市町村の委員で構成する「ＲＢ実施委員会」で、
実施、進捗状況について評価を受ける。

お問い合わせ：〒700-8601 岡山県岡山市北区津島京町 2-10-1 

       岡山商科大学 総務企画課 担当：三浦（研究推進） 

産学官連携センター 担当：中村・中川（地域連携） 

TEL.086-252-0642 FAX.086-255-6947


